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Abstract
Who was Kim Yung-kun? What made him devote himself to so many things for which he worked in the 
1930s and the 1940s? And how should we comprehend the significance of his efforts to blaze a trail in the 
field of Vietnamese research? These three inquiries are pursued serially in this study.  Born in 1910 and 
graduating in 1927 from Gyeongseong Second Superior School, Kim Yung-kun came to Hanoi in 1931 as 
an assistant librarian, an experience that would give him a deeper understanding of  Vietnamese history 
and culture with which he might be unfamiliar.  Ten years later, he left Indochina and returned to Korea in 
order not to be involved in the Japanese military occupation of Vietnam.
Back in his country, Kim Yung-kun tried to apply himself to Korean studies, strongly influenced by 
Mun Il-pyeong and some other Koreanologists.  However, after joining in with other leftists, his desire 
arose for a more active social and political engagement in order to deal with acute  national problems.  Since 
that time Kim Yung-kun endeavored to integrate academic work with concrete social and political engage-
ment, leading to a number of action research studies covering Korean history, tendency literature, criticism 
of arts and so forth.  These academic interests and militant engagement have originated from Kim Yung-
kun’s experiences in Vietnam.  Having devoted a part of his life to Hanoi earned Kim Yung-kun the reputa-
tion of being an expert on Vietnamese studies and won him the enduring friendship of Lê Dư.  In the 
early 1940s, the Korean Vietnamologist also published in a book his earlier works on Japanese relations 
with Vietnam, Champa and Cambodia, which he had been continuously writing since about 1936.  Years 
later, he met with numerous difficulties when carrying out a study of Vietnam as he was deeply involved 
in various political movements.  And so, his vision of Southeast Asia turned out to be  incomplete.
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1916–1921, 1924; 內閣印刷局 1913–1917; 京城第二公立高等普通学校 n.d.: 98; 親日人名辞典編纂
委員会・民族問題研究所 2008: 29］。
京城第二公立高等普通学校を卒業後の経歴については，不明確な点が多い。全京秀は，金永
鍵が 1920年代にフランスに留学した後，ベトナムのハノイ（Hà Nội）にあるÉcole Française










して勤めたことは，先行研究により明らかにされている［松本 1936: 66–67; 任 2004: 285–286;
全 1999: 98; 劉 2007: 69］。それでは，果して金永鍵は正確にいつベトナム・ハノイに行ったの





ア研究者たちの証言，そしてフランス極東学院が発刊していた学術誌 Bulletin de l’École
Française d’Extrême-Orient（以下BEFEOと略記）を検討してみた。












グエン・ヴァン・ト（Nguyễn Văn Tố），グエン・ヴァン・コアン（Nguyễn Văn Khoan），チャ
ン・ヴァン・ザップ（Trần Văn Giáp）などとともに，一種の助手（assistant）的はたらきをし
ていた。結局，彼は 1932年 5月 1日フランス極東学院に正式に雇用され，現地職員だったレ・
2）Épisodes du Heiké Monogatari, traduits par S. Goto et M. Prunier, Paris, 1930, 148 p.
写真 1 インドシナ赴任当時の金永鍵




国資料の管理を担当するようになり，1936年 4月には日本図書室主任になった［金 J 1932: 125;
BEFEO 1933: 416–417; 金 J 1943a: 1–2］。
補助司書と日本部主任としてフランス極東学院の日本と韓国資料を管理した金永鍵は，多様
な書籍を極東学院に提供した。1931年から 1939年まで，金永鍵が寄贈した図書は合わせて 72
種で，種類別に見ると単行本 52種，学術誌 11種，論文 9種である。内容分類をその多い順に
並べてみると，歴史類，語学類，文学類，辞典類，書目類，哲学類，考古類，族譜類などであっ
た［BEFEO 1931; 1933–1937; 1939: 図書目録］。1937年，朝鮮総督府と朝鮮中央仏教専門学校が，
それぞれ「朝鮮」の書法に関する図書と仏教系統書籍をフランス極東学院に寄贈したことと比











































Bibliographie bouddhique［Przyluski et al. 1931］から抜け落ちていた『仏教研究』『密教研究』な
どの雑誌，および辻森要修の『学界綜覧』を 1931年に補い，1929–30年に刊行された日本の著
書と博士論文の目録の中で仏教に関する研究成果を多数指摘している［BEFEO 1932: 546–550］。
同時に，1932年と 1934年には，伊逹光美の『日本寺院法論』（東京 : 厳松堂書店 , 1930）と，
郡司喜一の『十七世紀に於ける日暹関係』（東京 : 外務省 , 1934）に関する書評を，それぞれ発






分野への持論を述べることとなった［金K 1937: 464–465］。4）すでに 1936年からハングルのロー
マ字表記に関心を持っていた金永鍵は，外国語のハングル表記に対して李允宰に意見を述べ，
ベトナム語の「â」を「・」に表記することを提案したりしたのである。






（Victor Goloubew），院長セデス，コラニ（Madeleine Colani），デュポン（Pierre Dupont），マニ




















ことを確認することができる［金 J 1941a: 425–433; 任 2004: 285;日本民族学会 1943: 437–439］。
1941年 10月当時，東京市淀橋区戸塚 1-49 日乃出館 2号に居住していた金永鍵は，この時か
ら日本民族学会の会員として活動しはじめた。5）『民族學研究』新第 1巻第 9号（1943年 9月
5日）の会費領収者の名簿に金永鍵の名前が見えるが，しかしその後日本で活動した記録は
5）『民族學研究』第 7巻第 4号（1942年 6月 10日）によると，会員転居欄に，東京市芝区白金臺町 1-56














ランス極東学院に勤め始めた時点をさしている。『春秋』第 2巻第 8号（1941年 9月）と第 3
巻第 8号（1942年 8月）に，それぞれ「西伯利亞와 朝鮮의 移民」［シベリアと朝鮮の移民］と
「海外에紹介된『春香傳』」［海外に紹介された『春香伝』］を発表し，また『朝光』第 8巻第 10














































































副議長の李泰俊が 1946年 3月 25日に創刊した『現代日報』の活動にも参加して，外信の責任
者となった［李泰俊 2005: 27］。『語録』には当時，記者たちの無知を嘆き，厳しい批評を載せ
















































しなければならないと主張した［金 J 1932: 125–135;金K 1934: 17–19］。こうした観点は，多分
にフランス極東学院所属の研究者たちの学問的傾向を反映していたが，以後金永鍵のベトナム
研究は韓国での言論によるベトナム広報という形で具体化していった。










果たした范瓊（Phạm Quỳnh, ファム・クイン）のNam Phong［南風］雑誌，著名なフランス語
翻訳家の阮文栄（Nguyễn Văn Vĩnh, グエン・ヴァン・ヴィン），漢学者として文壇で活発に活
動していた黎懙（Lê Dư,レ・ズ）などを紹介した。また，より若い文人たちで構成された「自
力文壇」の活動とともに，ベトナムの演劇芸術文化についても言及した。
引き続いて 1936年 7月 3日付，5日付，7日付，9日付の『東亜日報』では「安南遊記：安















1936年 11月に発表された「日本見聞録について」（『民族學研究』第 2巻第 1号）が挙げられる。
元々陰暦 1815年 4月，サイゴン（Sài Gòn）からフエへ行く途中，風浪のために遭難し，日本
の九州の「何處」まで漂流した，ダン・ヒュー・ボイ（Đặng Hữu Bôi, 鄧有杯），グエン・ズイ・
バオ（Nguyễn Duy Bảo, 阮惟寶）などが，現地で見た各種の風俗，制度，文物などを記録した






Bulletin de géographie historique et descriptive（Paris, vol. 10）に掲載した“Les comptoirs hollandais
de Phô-hien ou Phô-khach, près de Hưng-yen (Tonkin) au XVIIe siècle”を根拠にして，日本の商人
たちが来訪したと推定されるヴァン・ドン（Vân Đồn, 雲屯）という地域に関する正確な考証を
試みている。また，この約 1年後の 1938年 7月に刊行された「安南の史料に現はれたる顯貴の





















の音借に由来し，1925年サレー（A．Sallet）博士が「普陀山」を“La Montagne de l’universel




ベトナムの童話と伝説にも関心をいだき，これを紹介する一方で［金K 1941a: 4; 金 J 1941b］，














すでに 1927年 2月 22日付『朝鮮日報』に掲載された記事の中で扱われていたが［『朝鮮日報』









học-chính Đông-Pháp）の訳語）が編纂した児童用の『国文教科書』から抜粋した「Tôi đi học」［学
校に行く］，「Cánh đồng nhà quê」［田園］，「Sài Gòn và Chợ Lớn」［サイゴンとチョロン］，およ
び『国文史記教科書』から抜粋した「Ông Nguyễn Kim」［阮淦翁］，そしてNam Phong［南風］
に掲載されていたファム・クインの論説，ニャット・リン（Nhất Linh，一霊）の小説Đoạn































































































1927年 2月 22日．「［내 고장의人物과傳說（全 21回）］（16）萬古偉動의主人公인安南王族花山君．
甕津李祥龍의傳說」
1931年4月13日．「佛國領事館事務員金永鍵씨安南에 ― 大學圖書館司書로赴任，朝鮮人으로는嚆矢」
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